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づくる動作を実 地に« 察す5 ごとはffl雜であ광fこ. 1948年 P e tereは, 中枢 ！»  
密剤 をダ%»t 与 ；えてクモの造巣 を早めセ，明るい5多 に 観 察 し 撤釤 出来 るよ 
うにする計画 を立てた. しがし恭物に-よ■づX クモの巢をづくる時刻を早めたゲ 
, 遅 らせたりすることは結局不成功に終P たが.副所見として典物ᄋ釤 黎によ 
づて巣 ᄋ稱造に餌著な不規®J性が現われるt  と を 知 つ 정: の現象をなおよ 
く観 察すると俩 々 の薬 物に対 L てそれぞれ特有の網の形が現われるととが判明 

' し，遂 に は T ü b in g e n大学 _ 学 教 室において，ンタモの巣 の作り方を以'て中 
枢 神経 に作用する费 I勿の轼 猞 をする丨 と垄 〇 선_

莫驗方法
動物と しては, 中欧 で楔めて'i j f  しばみられ■るクモI조 Cl. を用

pq 1 Zilla•エイmtaia CT.の正常の學^


